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【自白】我々が考案した近詠外分光法（NIRS）と磁気
共鳴分光法（a「p－MRS）の同一部位同時計測システム
を用いて、活動筋の酸素動態及びエネルギー代謝を計
測し、その関連性について検討した。【方法】健常成
人男性5名を対象とし、運動負荷中および回復期にお
ける骨格骸酸素動態とエネルギー代謝の同目搬IJ定を行っ
た。酸素動態の測定にはNIRSを用い、呼唱酸素化ヘモ
グロビン（Hヒ①と筋酸素消費量を測定した。なお、
筋酸素消費量は一時的動脈血流遮断法により求めた。
エネルギー代謝の測定には馳MRSを用い、池内クレ
アチンリン酸（1℃r）、無機リン酸（H）および画を
測定した。運動負荷は2秒に1回の2分間のグリップ運
動とし、強度は最大随意収縮力（MVC）の15％とし
た。測定は右前心宿指屈筋において安静時2分間、運
動時2分間と回復期20分間とした。筋酸素消費量は安
静時および回復期3分、5分、10分、15分、20分の時点
で測定した。　【結果】グリップ運動によりHヒO，は平均
19％まで低下し、運動後急激に上昇して運動空値を越
える現象が見られた。筋酸素消費量は運動終了3分後
には平均で安静時の42倍であり、5分後31倍、！（）幽暗
1．8倍、15分後1．2倍、2Q分後1．2倍と徐々に低下した。
正℃rは運動時に平均で安静時の59％にまで減少し、運
動終了3分後には92％まで回復し、5分後92％、1〔〕油壷
98％、15分後97％、20分後98％となった。田は安静時
平均7QpHtmitであり、運動時68まで低下し、運動終了
3分後には7．0と運動前値にまで回復し運動20分後まで
変動は見られなかった。本運動プロトコールでは1℃r
とPHは運動新約3分で運動前値に復帰するが、その時
点の筋酸素消費量は未だ安静時の約4倍に高まってお
り、運動前歴に回復するのは運動後15～20分であるこ
とが確認された。　【結語】1．同時計測システムを用い
て、同一部位で経時的に筋酸素動態及びエネルギー代
謝を計測することができた。2運動後の筋酸素消費の
回復は、正℃rおよび出より遅延することが確認された。
緒言：脳槽洗浄は破裂脳動脈瘤によるくも膜
下出血（SAH）急性期に脳槽内の血腫を洗い
流し、SHA後の脳血管蟻縮（VS）を防止す
る目的で行われているが、脳槽洗浄中の髄液
循環動態についての報告は少ない。今回、Tc－
DTPAを用いたPI－cisternographyを脳槽洗
浄中に施行した結果、若干の知見を得たので
報告する。
対象及び方法：対象は破裂脳動脈瘤によるく
も膜下出血4例でいずれも急性期に直達手術を
施行した症例である。2例は脳槽灌流をウロキ
ナーゼを加え施行したケースで、他の2例はニ
カルジピンを脳槽内投与したケースである。
急性期RI－cisternographyはTc－DTPAを用い、
ウロキナーゼ、ニカルジピンの脳槽内投与と
同一の方法で施行し、γ一カメラにて投与後
30分～48時間後の脳槽内拡散を検査した。
結果：1．脳槽二流群（CASE1）（CASE2）とも脳
底槽及び両側シルビウス裂まで拡散良好であ
りVSも認めなかった。2．ニカルジピン投与群
（CASE3）両側シルビウス裂まで拡散良好であ
り、VSも認めなかった。（CASE4）において
術側の拡散不良を示し、術後4日目よりVSを
認めた。
考察：現在、脳槽灌流及び脳槽内薬剤投与に
より積極的な脳血管攣縮予防が試みられてい
るがそれにもかかわらずVSの発生は完全に予
防することは不可能であり、その原因の一つ
として脳槽内への薬剤の拡散障害が以前より
指摘されている。脳槽内への拡散が不十分で
あれば投与薬剤による治療効果判定は見直さ
ざるを得ないが、このような症例も同一に評
価されており治療効果として正確に反映して
いないのが現状と思われる。
結論：脳槽洗浄中の髄液循環動態の把握は、
脳槽洗浄法の効果判定に極めて有効である。
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